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区
は
、　

年　

月
に
�
関
西
社
会
経
済
研
究
所
が
全
国
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
（
二
四
六
自
治
体
）
を
対
象
に

１５

１１

実
施
し
た
「
自
治
体
の
組
織
運
営
評
価
」
で
、
総
合
一
位
の
評
価
を
得
ま
し
た
（
５
月　

日
発
表
）。
こ
れ
は
、

１２

こ
れ
ま
で
の
区
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
、
と
り
わ
け
区
議
会
や
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
築
き
上
げ
て
き
た
自

治
体
経
営
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
で
評
価
さ
れ
た
点
や
課
題
と
し
て
見
え
て
き
た
点
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。

区
民
と
共
に
歩
む
区
政

運
営
に
高
い
評
価

　
「
自
治
体
の
組
織
運
営
評
価
」

は
、「
透
明
性
の
高
い
行
政
運

営
」「
成
果
主
義
の
導
入
」「
住

民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
協
働
）
の
推
進
」
の
観
点
か

ら
、�
自
治
体
の
行
政
運
営
の
質

の
高
さ
を
診
断
�
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
杉
並
区
は
、
調
査

に
回
答
し
た
二
〇
五
自
治
体

中
、
総
合
評
価
で
一
位
と
な
り

ま
し
た
。（
左
下
表
）

※
「
自
己
評
価
に
基
づ
く
自
治

体
の
組
織
運
営
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）
評
価
〜
ど
の
都
市
が
行

政
運
営
シ
ス
テ
ム
改
革
に
熱

心
か
〜
」（
�
関
西
社
会
経
済

研
究
所
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp
://w
w
w
.k
is
e
r.o
r

.jp
/

）

◇
透
明
性
の
高
い
区
政
が
評
価

さ
れ
る

　

評
価
が
高
か
っ
た
の
は
、「
情

報
公
開
・
住
民
参
加
」（
一
位
）、

「
行
政
評
価
」（
四
位
）
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
自
治
基
本
条

例
の
制
定
、
行
政
評
価
へ
の
第

三
者
評
価
制
度
の
実
施
、
区
民

の
区
政
運
営
へ
の
参
加
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
単
に
区
の
取
り
組

み
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
区
民

と
共
に
歩
む
区
政
運
営
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
区
民
、

区
議
会
、
地
域
団
体
な
ど
が
協

力
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
杉
並

区
の
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
い
え
ま
す
。

◇
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
改

革
、
財
政
運
営
に
も
高
い
評

価
が

　

「
財
政
運
営
・
予
算
編
成
」

（
二
位
）
に
も
高
い
評
価
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
こ
れ
ま
で
も
財
政
健

全
化
を
始
め
と
す
る
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
」

で
、
一
〇
年
後
（　

年
度
）
の

２２

目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。　

年
度
末
の
状
況
は

１５

下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

区
は
、
引
き
続
き
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
、
内
部
努

力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
一
層
求
め
ら
れ
る
行
政
シ
ス

テ
ム
の
改
革

　

「
総
合
計
画
」「
人
事
制
度
・

人
事
評
価
」
の
項
目
で
は
、
改

善
の
努
力
が
必
要
と
の
評
価
で

し
た
。

　

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
計

画
の
事
務
事
業
体
系
と
予
算
に

お
け
る
事
業
体
系
と
の
関
係

や
、数
値
目
標
の
設
定
の
面
で
、

い
く
つ
か
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、人
事
制
度
で
も
、

成
果
主
義
に
基
づ
く
人
事
評
価

制
度
の
構
築
と
い
っ
た
点
が
課

題
で
す
。

五
つ
星
の
杉
並
区
を 

め
ざ
し
て

　

今
回
の
調
査
結
果
を
も
と

に
、
例
え
ば
「
総
合
計
画
」
の

面
で
は
、
今
年
度
改
定
を
予
定

し
て
い
る「
杉
並
区
基
本
計
画
」

の
中
で
、
可
能
な
限
り
数
値
目

標
を
提
示
し
て
い
く
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
「
ス
マ
ー

ト
す
ぎ
な
み
計
画
」
の
改
定
も

あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
課
題
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
こ

れ
ら
の
改
定
計
画
の
中
で
、
今

後
の
取
り
組
み
を
示
し
て
い
き

ま
す
。
夏
に
は
素
案
を
発
表
す

る
予
定
で
す
の
で
、
積
極
的
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
よ
り
満
足
度
の
高
い

区
政
を
め
ざ
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
区
民
と
区
と
の
協
働
の
推
進

　

多
様
な
課
題
の
解
決
に
向
け

て
幅
広
い
区
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
手
を
携

え
、
協
働
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◇
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
区

役
所
の
ス
リ
ム
化

　

「
五
つ
星
の
区
役
所
」
運
動

を
充
実
さ
せ
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
意
識
改
革
を
図
り
な
が

ら
、
顧
客
指
向
に
基
づ
い
て
、

さ
ら
に
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
能
力
・
業
績
を
重
視

し
た
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
を
促

進
し
、
少
数
精
鋭
の
活
力
あ
る

組
織
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
区
役
所
の
ス
リ
ム
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

〈上位１０位の自治体〉
総合点自治体名順位
７７．１東京都杉並区１
７７．０福岡県福岡市２
７６．５静岡県浜松市３
７５．５東京都新宿区４
７５．３岐阜県多治見市５
７３．７東京都八王子市６
７２．１東京都世田谷区７
７１．５東京都三鷹市８
７０．４兵庫県川西市９
７０．２神奈川県横浜市１０

今
回
の
調
査
の
ね
ら
い
は
何
で
す
か
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
し
、
納
税
者
の
視
点
に

立
っ
た
自
治
体
運
営
が
で
き
て
い
る
か
を
評
価
の
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

か
。

　

調
査
の
結
果
、
大
都
市
圏
ほ
ど
行
政
改
革
に
熱
心

と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
総
合
順
位
一
位
の
杉
並
区
を

は
じ
め
、
特
に
都
内
の
区
市
の
高
得
点
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

　

各
市
区
の
得
点
分
布
に
は
相
当
大
き
な
開
き
が
あ

り
、
行
政
運
営
改
革
の
取
り
組
み
具
合
の
違
い
も
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
期
待
す
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ

と
で
す
か
。　

　

将
来
は
、
こ
の
評
価
を
一
層
進
化
さ
せ
、
自
治
体

関
係
者
が
相
互
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
評
価
の
手
法

を
開
発
す
る
な
ど
、
自
ら
納
得
の
い
く
評
価
方
法
を

構
築
で
き
れ
ば
、
よ
り
良
き
自
治
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

「行政改革への取り組み具合の違いが浮き彫りに」

関西学院大学教授・
財政制度審議会専門
委員

小西　砂千夫さん

（注）１.経常収支比率＝支出に占める固定費（人件費など）の割合。２.経常収支比率は
　   決算値、職員定数は毎年４月１日現在。３.１２年の定数増は清掃事業移管による。

５０００

４５００

４０００

３５００

人
１００.０

９０.０

８０.０

７０.０

〈職員定数と経常収支比率の推移〉

職員定数 経常収支比率◆

１５ １６１３ １４ ２２１２１１

４４２５

４７１６
４６０８

４４９１
４３７９

４２５９

３７１６

年度

◆

◆

◆

◆

◆

９４.１

８５.３

８２.２ ８５.４ ８０.０

％

▲区民とともに防犯の輪を！（４月２５日すぎなみの集い）

　　　区民等の意見提出手続き
　　　を予定しています

○１ 案の名称
　杉並区立小中学校適正配置基本方針素案
○２ 意見などの提出期間
　６月２１日（月）～７月１２日（月）
※概要は「広報すぎなみ」６月２１日号、区ホームペー
ジに掲載。２１日から図書館などで閲覧できます。
 教育委員会事務局庶務課・学務課・施設課問

自 治 基 本
条例による
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補
正
予
算

○１
 

一
般
会
計
第
２
号
補
正
（　
１５

年　

月
議
決
）

１０

　

永
福
３
丁
目
遺
贈
不
動
産
の

整
理
経
費
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
苦
情
調
整
委
員
な
ど
に
要
す

る
経
費
で
、
補
正
額
は
一
億
七

七
四
四
万
円
で
し
た
。

○２
 

一
般
会
計
第
３
号
補
正
（　
１５

年　

月
専
決
処
分
）

１０

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
衆
議

院
議
員
選
挙
の
経
費
で
、
補
正

額
は
一
億
五
一
九
〇
万
円
で
し

た
。

○３
 

一
般
会
計
第
４
号
補
正
（　
１６

年
３
月
議
決
）

　

成
田
か
っ
ぱ
公
園
整
備
、
財

政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
に
要

す
る
経
費
の
増
額
の
ほ
か
、
職

員
人
件
費
、
生
活
保
護
費
な
ど

の
減
額
で
す
。
補
正
額
は
、
マ

イ
ナ
ス
一
二
億
八
四
〇
一
万
円

で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
、
老
人
保

健
医
療
会
計
、
介
護
保
険
事
業

会
計
の
補
正
予
算
も
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り　

年
３
月
末

１６

の
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額
を
含

む
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
一

二
九
二
億
一
九
六
八
万
円
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
）

区
民
税
の
負
担

　

区
の
収
入
と
な
る
べ
き
金
額

と
し
て
確
定
し
た
、　

年
３
月

１６

末
現
在
の
特
別
区
民
税
現
年
度

分
調
定
額
は
、
五
一
八
億
五
七

九
〇
万
円
で
す
。（
表
２
）

公
有
財
産

　

土
地
や
建
物
、
基
金
な
ど
の

公
有
財
産
の　

年
３
月
末
現
在

１６

高
は
、
五
九
一
二
億
一
〇
〇
七

万
円
で
す
。（
表
３
・
４
）

特
別
区
債

　
　

年
３
月
末
の
区
債
現
在
高

１６
は
、
用
地
会
計
を
含
め
七
五
六

億
一
三
一
万
円
で
す
。（
表
５
）

　
　

年
度
は
、
恒
久
的
減
税
の

１５
実
施
に
よ
る
減
税
補
て
ん
債
や

公
園
整
備
に
か
か
る
土
木
債
の

発
行
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
民
を
対
象
に
し
た

住
民
参
加
型
公
募
債
「
育
て
！

杉
苗
債
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

発
行
限
度
額
は
、
二
八
億
二
一

〇
〇
万
円
で
し
た
。

　

年
度
当
初
予
算

１６
　

区
の
未
来
を
見
据
え
つ
つ
、

安
全
・
安
心
の
諸
施
策
を
一
層

推
進
し
、
元
気
と
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
再
生
し
て
い
く
た

め
、「
安
全
・
安
心
を
か
た
め
、元

気
・
活
力
に
挑
む
予
算
」
と
位

置
付
け
、
次
の
点
を
基
本
に
編

成
し
ま
し
た
。

○１
 

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」、「
元
気
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「 
未
来 

あ

す

に
夢
を 
育 
む

は
ぐ
く

ま
ち
づ
く
り
」
の
三
分
野
を
重

要
施
策
と
し
、
重
点
的
に
予
算

配
分
し
ま
し
た
。

○２
 

「
実
施
計
画
」
に
盛
り
込
ん

だ
計
画
事
業
は
、
可
能
な
限
り

予
算
計
上
し
ま
し
た
。

○３
 

「
第
二
次
行
財
政
改
革
実
施

プ
ラ
ン
」
の
計
画
項
目
は
確
実

に
予
算
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に　

年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き

１７
財
政
健
全
化
目
標
を
踏
ま
え
た

予
算
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、　

年
度
一
般
会

１６

計
歳
入
歳
出
当
初
予
算
は
一
三

九
七
億
六
〇
〇
〇
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
９
・
０
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
四
つ
の

特
別
会
計
の
総
予
算
額
は
、
二

四
八
五
億
七
二
八
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
一
一
六

億
四
六
一
三
万
円
、
４
・
９
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

一
般
会
計
で
は
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
換
え
な
ど
に
よ
り
公
債

費
が
増
加
し
た
こ
と
、
特
別
会

計
で
は
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

介
護
保
険
で
保
険
給
付
費
が
増

加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
も
、区
民
が
つ
く
る「
み

ど
り
の
都
市
」
杉
並
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
、
行
財
政
改
革

の
推
進
と
、
効
率
的
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
詳
し

〈表１　各会計の予算執行状況〉　　　　　（１６年３月３１日現在）
執行率支出済額収入率収入済額予算現額会計区分
９０．２５％１１６６億１４３３万円９１．９１％１１８７億６４３７万円１２９２億１９６８万円一般会計

８８．８６％３６８億７１１１万円９３．７１％３８８億８４８３万円４１４億９５７６万円国民健康保険
事業会計

８８．４９％３８０億２６０１万円９１．１５％３９１億７１３４万円４２９億７２６３万円老人保健医療会計
１００．００％１０億８３００万円１００．００％１０億８３００万円１０億８３００万円用地会計
８９．１８％１８８億８８１９万円９５．５３％２０２億３３３２万円２１１億８０６１万円介護保険事業会計
８９．６３％２１１４億８２６４万円９２．４５％２１８１億３６８６万円２３５９億５１６８万円合　　計

〈表３　公有財産の現在高〉

構成比金　　額区　分構成比金　　額区　分

０．２％１３億６８９７万円出資金６４．７％３８２４億５６３７万円土　地

０．０％１億９１３８万円立　木２７．２％１６０４億３１１５万円建　物

０．０％２億９５００万円有価証券６．４％３７７億３２１０万円基　金

０．０％２４万円地役権０．９％５４億３５１１万円物　品

１００．００％５９１２億１００７万円合　計０．６％３２億９９７５万円工作物

〈表２　区民税の負担状況〉
１人当たり
負担額

１世帯当たり
負担額

賦課期日時点
世帯数 （人口）現年度分調定額区　分

９万９３２０円１８万３８２９円２８万２０９９世帯
（５２万２１２８人）５１８億５７９０万円１６年３月末現在

１０万１４７０円１８万９３５９円２７万８４８４世帯
（５１万９６９２人）５２７億３３３５万円１５年３月末現在

△２１５０円△５５３０円３６１５世帯（２４３６人）△８億７５４５万円増　　減

※人口は、前年の１月１日現在（外国人登録者を含む）。

〈表４　基金の内訳〉　

金　額基金名

運
用
基
金

金　額基金名

積
立
基
金

４０００万円国保高額療養費
貸付基金

１２３億３４９７万円施設整備基金

１１７億１２３万円財政調整基金

５０００万円国保出産費貸付
基金

１９億７３５６万円災害対策基金

１０億９４５６万円社会福祉基金

６億５０００万円公共料金支払基
金

１０億２８５万円区営住宅整備
基金

７３億１４２８万円減債基金

３０００万円
介護保険高額介
護サービス等資
金貸付基金

１５億３１５１万円介護保険給付
費準備基金

３４５万円ＮＰＯ支援基金

５６９万円みどりの基金

７億７０００万円合　　計３６９億６２１０万円合　　計

※運用基金の金額は、運用できる上限額です。

い
内
容
や
説
明
は
、
冊
子
「
財

政
の
あ
ら
ま
し
―
平
成　

年
度

１５

下
半
期
の
財
政
状
況
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
や
図
書
館
、
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

〈表５　特別区債の現在高〉
金　　額特別区債名

４５６億３８６８万円建設事業債
２６５億６０６５万円減税補てん債
２３億５６６１万円臨時税収補てん債

１０億４５３７万円杉並南中央公園債
（旧興銀グラウン ド用地取得）

７５６億１３１万円合 計 残 高

　健康学園は、身体が虚弱な児童
が、南伊豆の豊かな自然の中で健康
の回復と体力の増進を図りながら
学ぶ全寮制の学園です。都会では得
られない自然とのかかわりを数多
く取り入れています。
　また、区内の小学校と同じ内容の
勉強を、少人数学級の特色を生かし
たきめ細かな指導で行います。自ら
学習する力や、自立性、社会性を育
て、学習面での力も着実につけてい
きます。
　 入園期間＝９月～１７年３月 ▽

費用＝月額２万８０００円（食費・雑費）
 区内小学校に在学する３～６年

生で、肥満、ぜん息、偏食、虚弱の児童 ６月３０日までに各学校へ 学務課
就学奨励係
◇入園説明会
　 ６月１８日（金）午後２時～ 教育委員会室（区役所東棟６階） 学園紹介ビ
デオ上映と学園職員による生活・学習の説明 当日、直接会場へ 学務課就
学奨励係

内

対

申 問

時 場 内

申 問

区は、条例に基づき年２回財政状況を公表しています。
今回は、１５年１０月～１６年３月までの１５年度下半期について、
お知らせします。　　　　　――問い合わせは、財政課へ。

●３０周年展示会～創立３０周年を迎えた健康学園のあゆみを展示します
　 ６月１７日（木）～２１日（月）午前１１時～午後５時（１９日は７時まで・区後援） 
ギャラリー「ブラッドリー」（阿佐谷南１‐４７‐１７阿佐谷地域区民センター１
階） 無料 当日、直接会場へ 南伊豆健康学園保護者会�０９０‐９１３７‐５１７８

時 場

費 申 問



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１６（２００４）年�月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

◇
沖
縄
島
唄
の
夕
べ

　

知
名
定
男
島
唄
コ
ン
サ
ー
ト

　

夏
の
夕
べ
、 
三  
線 
一
本
で
沖

さ
ん 
し
ん

縄
民
謡
や 
島  
唄 
を
歌
う
、
知
名

し
ま 
う
た

定
男
の
し
み
じ
み
と
し
た
歌
声

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

８
月　

日
�
午
後
５
時
開

２８

演
（
４
時
開
場
） 

杉
並
会
館

（
上
荻
３
―　

―
５
） 

出
演

２９

＝
知
名
定
男
（
唄
・
三
線
）、
吉

田
康
子
（
唄
）
▽
曲
目
＝ 
「
ハ

ン
タ
原
」、「
恨
み
の
嵐
」、「
ジ

ン
ト
ー
ヨ
ー
ワ
ル
ツ
」
ほ
か 

三
五
〇
〇
円
（
全
席
自
由
、
一

ド
リ
ン
ク
・
軽
食
付
／
会
員
割

引
有
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
券
利
用
可
）

◇
南
国
生
ま
れ
の
�
元
祖
�
喜

　

歌
劇
「
奥
様
女
中
」

　

か
わ
い
い
女
中
が
老
貴
族
を

翻
ろ
う
し
、
最
後
に
結
ば
れ
る

ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
作
曲
の
南
国
的

な
楽
し
い
オ
ペ
ラ
で
す
（
イ
タ

リ
ア
語
原
語
上
演
・
日
本
語
挿

時

場

内

費

入
台
本
付
）。

　
 

９
月　

日
�
午
後
３
時
開

１１

演
（
２
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
須
�
木
の
実
＝
セ
ル

ピ
ー
ナ
、
小
鉄
和
広
＝
ウ
ベ
ル

ト
、
新
井
英
夫
＝
ヴ
ェ
ス
ポ
ー

ネ
▽
演
奏
＝
Ｔ
Ｏ
Ｇ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
▽
演
出
・
挿
入
台
本
＝
小

鉄
和
広 

三
〇
〇
〇
円
（
全
席

自
由
・
会
員
割
引
有
・
ジ
ョ
イ

フ
ル
券
利
用
可
）☆

　
 

チ
ケ
ッ
ト
前
売
開
始
＝
６

月　

日
�
午
後
１
時
▽
チ
ケ
ッ

１１
ト
販
売
窓
口
＝
○１
 

文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―　

―
２９

５
杉
並
会
館
内
）
＝
初
日
は
電

話
予
約
の
み
、月
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
○２
 

区
役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か

る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

分
○３
 

地
域
区
民
セ

３０

ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
○４
 

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

�
０
５
７
０
‐
０
２
‐
９
９
９

９ 

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５ 

就

学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん

日
本
フ
ィ
ル 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

２
時
（
０
時　

分
開
場
） 

セ

４５

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

時

場

内

費

申問

他

時

場

　

） 

出
演
＝
ネ
ー
メ
・
ヤ
ル

３２ヴ
ィ
（
指
揮
）
▽
曲
目
＝
ブ
ラ

ー
ム
ス
「
交
響
曲
第
四
番
」（
予

定
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

文
化
･
交
流
課 

○１
 

就

学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
○２
 

開
演
後
は
入
場
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
 in

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

７
月
３
日
�
・
４
日
�
午

前　

時
〜
午
後
３
時 

リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

募
集
区

画
＝
各
日
共
一
四
区
画 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
） 

一
〇
〇

〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
参
加
希
望
日
も
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１８

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
・

木
曜
休
館
） 

車
で
の
搬
出
入
・

来
場
は
で
き
ま
せ
ん

風
連
町
・
吾
妻
町
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
よ
う
！

　

友
好
都
市
の
風
連
町
・
吾
妻

町
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
交

流
会
を
行
い
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り

 

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
交
流

会
名（
ど
ち
ら
か
一
つ
）、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
・
保
護
者
名
を
書
い
て
、

内費

申

問

他

時

場内
対

費

申

問

他

時

場

内

申

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
児

２２

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
業
係

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１
―

１６７

　

―
３
）
へ 

同
係
�
３
３
９

５６３
‐
４
７
６
０

●
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
さ
が
や

コ
ン
サ
ー
ト 

わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト 

―
ピ
ア
ノ
と
弦
と
語
り
の
夕
べ

　
 

７
月
３
日
�
午
後
３
時
開

演
（
２
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
加
藤
協
子

２２

３２

（
ピ
ア
ノ
）、
秋
元
文
緒
（
語

り
）、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
さ
が
や

（
演
奏
）
▽
曲
目
＝
プ
ロ
コ
フ

ィ
エ
フ
「
ピ
ー
タ
ー
と
狼
」
ほ

か 

五
六
八
名 

一
〇
〇
〇
円

問

時
場

内

定

費

 

・ 

電
話
で
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
あ
さ
が
や
・
中
村
�
３
３
１

７
‐
３
０
７
２
へ

◇
区
民
親
子
一
〇
〇
組
二
〇
〇

名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
６
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
１

●
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ッ
ジ 

「
雨
水
資
料
館
」 

「
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
」

バ
ス
見
学
会

　
 

７
月
１
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

分 

集
合
・
解
散

３０

場
所
＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪

（
荻
窪
５
―　

―　

）
▽
見
学

１５

１３

場
所
＝
す
み
だ
環
境
ふ
れ
あ
い

館
雨
水
資
料
室
（
墨
田
区
）、
豊

洲
公
園
・
潮
見
運
動
公
園
の
み

ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル（
江
東
区
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

四

〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
円

（
保
険
料
・
昼
食
希
望
者
は
実

費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
昼
食
希
望
の
有
無
も

書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

２１

ま
で
に
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―　

）
へ 

同
館
�
３
３
９

１５

１３

８
‐
３
１
９
１

 
●
講
演
会 

南
か
ら
来
た
生
き
も
の
た
ち

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

中
央
図
書
館
（
荻
窪
３
―　

―
４０

　

） 

ス
ラ
イ
ド
の
上
映
と
お

２３話 

茅
ケ
崎
市
立
香
川
公
民
館

職
員
・
岸
一
弘 

六
〇
名 

一

申

問
申

問

時

場

対

定

費

申

問

時

場

内
師

定

費

家
族
五
〇
〇
円
（
資
料
代
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
読

物
研
究
会
・
原
田
�
３
３
９
９
‐

４
１
７
４

●
天
文
の
夕
べ
・
講
演
会 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で 

可
視
化
す
る
太
陽
系

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
で
、

地
球
を
飛
び
出
し
て
自
由
に
太

陽
系
を
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
高
弊
俊

之
さ
ん
に
、
ど
の
よ
う
に
開
発

し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
後
６
時　

２６

３０

分
〜
８
時　

分 

科
学
館
（
清

３０

水
３
―
３
―　

） 

理
化
学
研

１３

究
所
研
究
員
・
高
弊
俊
之 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
） 

一
四
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

科
学
館
�
３
３

９
６
‐
４
３
９
１

●
す
ぎ
な
み
環
境
学
習 

南
極
の
海
と
氷
を
探
る 

―
地
球
温
暖
化
が
私
た
ち
に

与
え
る
影
響 

　

南
極
で
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
た
越
冬
隊
員
の
方
の
お
話
を

聞
き
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１０

５
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

国
立
極
地
研
究
所
・
牛

１３尾
収
輝
（
第　

次
南
極
地
域
観

４４

測
隊
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方 

三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

環
境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
へ

（
先
着
順
） 

託
児
あ
り
（
３ 申

問

時

場
師

対

定

費

申

問

時
場師

対

定

費

申

問

他

歳
以
上
就
学
前
）

●
杉
並
環
境
講
演
会
２
０
０
４ 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

「
み
ど
り
の
都
市
」杉
並

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。

　

区
の
環
境
政
策
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
区
後
援
）

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２６

３
時　

分
（
１
時　

分
開
場
）

１５

３０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
・

二
・
三
教
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

１３場
へ 

杉
並
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
協
議
会
・
松
木
�
３
３
２
５
‐

２
７
７
７

生
ご
み
減
量
秘
策
伝
授 

―
生
ご
み
を
減
ら
す
！ 
活 
か
す
！

い

す
ぎ
な
み
パ
ワ
ー
で
、 

ご
み
を
減
ら
そ
う

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２５

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

１３
 

二
五
名 

・ 

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
す
ぎ
な
み
環
境

情
報
館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９

１　

３
３
９
８
‐
３
１
９
３
へ

FAX
（
先
着
順
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
イ
ル
ド 

―
「
気
づ
き
」
か
ら 

「
責
任
あ
る
行
動
」
へ

　

自
然
環
境
保
全
の
た
め
に
、

自
ら
行
動
で
き
る
人
を
育
て
る

ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ワ
イ
ル
ド
」
の
体
験
を

し
な
が
ら
、
自
然
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
 

７
月
３
日
�
・
４
日
�
午

後
２
時
〜
５
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ

る
荻
窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪

５
―　

―　

） 

区
内
在
住
・

１５

１３

時
場

費

申

問
時

場対

定

申

問

時

場対

在
勤
・
在
学
で
、
３
日
＝
子
ど

も
、
親
子
、
４
日
＝
指
導
者
を

め
ざ
す
大
人
の
方 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情
報

館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１　
FAX

３
３
９
８
‐
３
１
９
３
へ
（
先

着
順
）

ハ
ギ
レ
か
ら
つ
く
る
ポ
ー
チ

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

３
時　

分 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

３０

ば
高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
４
） 

一
二
名 

・ 

電
話

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ

（
水
・
木
曜
休
館
）

●
郷
土
史
講
座 

地
名
の
面
白
さ

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

日
本
地
名
研
究
会
副

３２
会
長
・
金
本
勝
三
郎 

七
〇
名

 

五
〇
〇
円（
会
員
三
〇
〇
円
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

郷
土
史
会
・
原
田
弘
�
３
３
１

２
‐
６
６
２
３

●
中
央
大
学
公
開
講
演
会 

　

世
紀
の
日
本
と
中
国 

２１―
競
争
と
共
生
と
の
は
ざ
ま
で

　

こ
れ
か
ら
の
日
中
関
係
を
長

期
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
、
共

生
へ
の
重
要
性
と
可
能
性
を
提

起
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

３
時　

分 

ホ
テ
ル
ア
ミ
ス
タ

３０

阿
佐
ケ
谷
（
成
田
東
５
―　

―
３５

　

） 

中
央
大
学
法
学
部
教
授
・

１４李
廷
江 

一
〇
〇
名（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

中
央
大
学
学
員
会
杉
並
支

部
・
俵
木
�
３
３
３
３
‐
８
８

７
６

定

費

申

問

時

場
定

申

問

時

場

師

定

費申

問

時

場

師

定

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　○５ 性別

○６ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

〈風連町・吾妻町子ども交流会〉
参加費親子説明会内　容定員対　象場　所日　程交流会名

２万
５０００円

７月４日（日）
午前１０時
　～正午

自然公園内での水上
スポーツなど

２５名
区内在住の
小学４～６
年生で、いず
れも全日程、
説明会に参
加できる方

北海道
風連町

７月２６日（月）
～２９日（木）杉並・風連

子ども交
流会 ディズニーランド、

都内見学など

児童青少
年センタ
ー、都内

８月５日（木）
～８日（日）

５０００円
７月１１日（日）
午前１０時
　～正午

キャンプ、レクリエ
ーションゲームなど３０名群馬県

吾妻町
８月１８日（水）
～２０日（金）

杉並・吾妻
子ども交
流会

▲知名　定男▲須�　木の実



声の広報」のお申し込みは広報課へ。
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条
例
の
対
象
と
な
る
防
犯
カ

メ
ラ
を
す
で
に
設
置
し
て
い
る

方
は
、
７
月
１
日
か
ら
一
カ
月

以
内
に
区
に
対
し
て
「
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
利
用
基
準
」
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
場
合
で
す
。

◇
設
置
者
＝
○１
 

商
店
会
○２
 

町

会
、
自
治
会
○３
 

鉄
道
事
業
者
○４
 

郵
政
公
社
な
ど
○５
 

防
犯
活
動
を

行
う
区
民
の
自
主
的
な
団
体
�

○６
 

場
面
積
が
三
〇
〇
〇
�
を
超

え
る
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
設
置
者

○７
 

ホ
ー
ル
な
ど
定
員
が
五
〇
〇

人
以
上
の
劇
場
を
営
業
す
る
も

の◇
設
置
場
所
＝
○１
 

道
路
、公
園
、

河
川
な
ど
○２
 

駅
の
コ
ン
コ
ー
ス

（
改
札
の
外
で
自
由
に
通
過
で

き
る
場
所
）
○３
 

売
場
面
積
が
三

〇
〇
〇
�
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー

な
ど
○４
 

ホ
ー
ル
の
定
員
が
五
〇

〇
人
以
上
の
劇
場
な
ど

　

今
後
、
条
例
の
対
象
と
な
る

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
方

は
、
設
置
の
一
〇
日
前
ま
で
に

届
出
が
必
要
で
す
。

　
 

危
機
管
理
室
地
域
安
全
担

当
問

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・ 

画
像
活
用
講
座

　
 

７
月　

日
�
・　

日
�
・

１７

１８

　

日
�
・　

日
�
▽
○１
 

コ
ー
ス

２４

２５

＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時

３０

　

分
▽
○２
 

コ
ー
ス
＝
午
後
１
時

３０
　

分
〜
４
時　

分
（
○１
 

○２
 

コ
ー

３０

３０

ス
と
も
計
四
回
・
区
共
催
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

一
日
目
＝
デ
ジ
タ
ル

３２
カ
メ
ラ
の
操
作
方
法
▽
二
日
目

＝
パ
ソ
コ
ン
へ
の
画
像
取
り
込

み
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
管
理
▽
三
日

目
＝
パ
ソ
コ
ン
で
の
画
像
の
編

集
・
加
工
▽
四
日
目
＝
パ
ソ
コ

ン
で
の
画
像
の
活
用 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の
Ｉ
Ｔ
初
心

者
講
習
会
終
了
程
度
の
方 

各

コ
ー
ス
二
〇
名
（
抽
選
） 

六

〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
に
希
望
コ
ー
ス
番

号
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
有
無

も
書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

２２

時

場

内

対

定費

申

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア

２２

３２

杉
並
事
務
局
・
山
中
�
０
９
０
‐

４
７
２
２
‐
２
５
７
４　

５
９

FAX

３
２
‐
６
３
２
１

●
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

男
性
セ
ミ
ナ
ー 

普
段
着
の
自
分
を 

生
か
す
カ
ラ
ー
講
座

　

「
男
ら
し
さ
」
か
ら
「
自
分

ら
し
さ
」
へ
。
本
当
の
自
分
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た

の
色
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

７
月
３
日
＝
カ
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
基
礎
知
識

〜
色
は
な
ぜ
見
え
る
▽　

日
＝

１０

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
〜
似

合
う
色
と
好
き
な
色
▽　

日
＝

１７

個
別
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

〜
個
人
分
析
▽　

日
＝
普
段
着

２４

服
装
術
、
小
物
を
い
か
そ
う
〜

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
活
用
術
／

時
間
は
い
ず
れ
も
、
土
曜
日
の

午
後
２
時
〜
４
時 

男
女
平
等

問

時

内

場

推
進
セ
ン
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
協
会

派
遣
講
師 

区
内
在
住
・
在
勤

の
方 

三
〇
名
（
抽
選
） 

一

〇
〇
〇
円
（
材
料
費
） 

ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記

入
例
参
照
）
で
、
６
月　

日
２０

（
必
着
）
ま
で
に
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
１
―　

―
３　

３
３
９

５６

FAX

３
‐
４
７
１
４
）
へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

 

託
児
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ

り
（
五
名
、
事
前
申
込
み
）

●
入
り
口
い
ろ
い
ろ
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
の　
 １５

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
？

　
 

６
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２９

９
時 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

四

４７

１７

階
） 

ゲ
ス
ト
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

有
終
支
援
い
の
ち
の
山
彦
電
話

 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
杉
並
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３

９
３
９　

５
３
０
６
‐
６
５
９

FAX

７
へ
（
先
着
順
）

�
中
小
企
業
診
断
士
会 

杉
並
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　
 

・ 

７
月　

日
�
＝
オ
リ

１０

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
創
業
の
留

意
点
▽　

日
�
＝
簿
記
・
経
理

１１

の
基
礎
知
識
▽　

日
�
＝
ビ
ジ

２４

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
立
て
方
▽　

日
２５

�
＝
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
活
用

し
た
創
業
、
資
金
調
達
の
方
法

／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時 

産
業
商
工
会

館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

区
内
在
住
で
、
創
業
予
定
の

あ
る
方
ま
た
は
創
業
に
関
心
の

師

対

定

費
申

問

他
時

場師

定

費

申

問

時

内

場

対

あ
る
方 

五
〇
名
程
度 

二
〇

〇
〇
円 

・ 

６
月　

日
か
ら

１１

電
話
で
、産
業
振
興
課
ア
ニ
メ
・

新
産
業
係
へ
（
先
着
順
）

幼
稚
園
探
し
は
じ
め
の
一
歩 

―
マ
マ
の
お
悩
み 

解
消
し
ま
し
ょ
う

　

幼
稚
園
探
し
の
前
に
、
先
輩

や
元
教
諭
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
た

り
み
ん
な
で
話
し
た
り
し
て
、

お
悩
み
解
消
し
ま
し
ょ
う
。（
区

後
援
）

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
第

一
･
二
･
三
教
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

三
〇
組 

大
人
一

１５

１３

五
〇
〇
円
、
子
ど
も
五
〇
〇
円

（
二
人
目
か
ら
は
無
料
） 

Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３

面
記
入
例
参
照
）
に
フ
ァ
ク
ス

番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

お
子
さ
ん
の
年
齢
と
参
加
の
有

無
、
今
回
聞
き
た
い
、
知
り
た

い
と
思
う
こ
と
も
書
い
て
、
６

月　

日
ま
で
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

１８
∞
遊
�
６
７
６
２
‐
８
７
９
０ 

Ｅ
メ
ー
ルp

la
n
n
in
g
y
o
u
@

h
o
tm
a
il.c
o
m

へ 

プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
∞
遊
�
６
７
６
２
‐
８

７
９
０ 

お
子
さ
ん
の
遊
び
場

を
、
会
場
内
に
用
意
し
ま
す

百
人
一
首
源
平
か
る
た
教
室

　

百
人
一
首
を
と
お
し
て
日
本

語
の
美
し
さ
に
ふ
れ
て
み
ま
し

ょ
う
。（
区
後
援
）

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２７

４
時　

分 

高
井
戸
地
域
区
民

３０

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
） 

小
学
生
以
上
（
ひ
ら

が
な
が
読
め
る
幼
児
も
可
） 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
児
童
文
化
教
育
研
究
所

�
・　

３
９
５
０
‐
３
９
８
５

FAX
定

費

申

問

時
場

定

費

申

問

他

時

場
対

定

費

申

問

ま
た
は
小
林
�
０
９
０
‐
４
９

６
５
‐
１
３
１
０
へ
（
先
着
順
）

●
憲
法
集
会 

若
者
と
世
界
・
憲
法
・

未
来
を
語
ろ
う

　
 

６
月　

日
�
午
後
６
時　

２５

３０

分
〜
８
時　

分
（
区
後
援
） 

４０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

） 

第
一
部
＝
パ
ネ

１９

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▽
第
二

部
＝
フ
リ
ー
ト
ー
ク 

一
〇
〇

名 

五
〇
〇
円
（
前
売
三
〇
〇

円
） 

・ 

電
話
で
、
杉
並
憲

法
集
会
連
絡
会
・
東
本
�
３
３

３
４
‐
６
６
５
６
へ

知
的
障
害
者
の
移
動
介
護

従
業
者
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
）
養
成
講
座

　

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、
障

害
者
の
移
動
介
護
を
す
る
に
あ

た
っ
て
の
従
事
者
の
要
件
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
区
は
都
の
指

定
を
受
け
、
移
動
介
護
従
業
者

の
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

全
課
程
に
出
席
し
た
方
に
は
修

了
証
明
書
が
出
ま
す
。

　
 

・ 

講
義
＝
７
月　

日
�

２４

＝
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
制
度
と

業
務
、
障
害
者
（
児
）
福
祉
の

制
度
と
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
概
論
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
職
業
倫
理
／　

日
�

２５

＝
知
的
障
害
者
の
疾
病
・
障
害

の
理
解
、
障
害
者
（
児
）
の
心

理
、
移
動
介
護
の
基
礎
知
識
▽

演
習
＝　

日
�
▽
閉
校
式
・
修

３１

了
証
明
書
授
与
＝
８
月　

日
�

１４

 

障
害
者
福
祉
会
館 

研
修
終

了
後
、
事
業
所
に
登
録
の
上
、

区
の
障
害
者
の
移
動
介
護
に
従

事
で
き
る
方 

二
〇
名（
抽
選
）

 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
実
習

に
か
か
わ
る
食
費
、
交
通
費
な

ど
は
実
費
二
〇
〇
〇
円
程
度
）

時

場

内

定

費
申

問

時

内

場

対

定

費

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
生
年
月
日
・
職
業
も

書
い
て
、
７
月
５
日
（
必
着
）

ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
・
養

成
講
座
担
当
（
〒　

‐
０
０
７

１６８

２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）
へ

１０

 

同
会
館
�
３
３
３
２
‐
６
１

２
１

●　

歳
〜　

歳
代
女
性
の 

３０

４０

た
め
の
健
康
講
座 

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
が 

よ
ろ
こ
ぶ 

ヘ
ル
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
 

○１
 

６
月　

日
�
午
後
２
時

２９

〜
４
時
○２
 

７
月
６
日
�
午
前
９

時　

分
〜　

時　

分
○３
 

８
日
�

３０

１１

３０

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分 

３０

１１

３０

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５

―　

―
１
） 

○１
 

女
性
の
心
と

２０
体
の
変
化
に
つ
い
て
○２
 

素
敵
な

笑
顔
は
口
も
と
か
ら
、
う
る
お

い
の
あ
る
体
づ
く
り
は
食
事
か

ら
③
女
性
の
た
め
の
健
康
エ
ク

サ
サ
イ
ズ 

○１
 

都
立
大
塚
病
院

女
性
専
用
外
来
担
当
医
・
松
井

康
絵
○２
 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
歯

科
衛
生
士
・
管
理
栄
養
士
○３
 

メ

ノ
ポ
ー
ズ
を
考
え
る
会
常
任
幹

事
・
渡
辺
理
津
子
、
�
日
本
女

子
体
育
連
盟
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
専

門
員
・
飯
田
路
佳 

区
内
在
住
・

在
勤
で
、　

歳
〜　

歳
代
の
女

３０

４０

性 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
（
先

着
順
）

●
た
め
し
て
実
感
！ 

サ
ラ
サ
ラ
血
液
を
つ
く
る

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー 

高

脂
血
症
や
肥
満
の
心
配
な
方 

二
五
名
（
抽
選
） 

ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
生
年

月
日
も
書
い
て
、６
月　

日（
必

２２

申問
時

場

内
師

対

定

費

申

問

時

内

師

場

対
定

申

着
）
ま
で
に
和
泉
保
健
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉
４

１６８

―　

―
６
）
へ 

同
保
健
セ
ン

５０
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１

●
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
講
座 

赤
ち
ゃ
ん
の
湿
し
ん
と

ケ
ア

　

夏
に
多
い
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル

の
ケ
ア
と
予
防
を
医
療
面
・
環

境
面
か
ら
考
え
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２４

３
時　

分 

高
円
寺
保
健
セ
ン

３０

タ
ー（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

 

東
邦
大
学
付
属
大
橋
病
院
小

児
科
医
・
岸
田
勝 

乳
児
と
そ

の
保
護
者 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
）

虚
弱
高
齢
者
の
た
め
の

筋
力
ア
ッ
プ
応
援
教
室

　

身
体
機
能
が
低
下
し
、
閉
じ

こ
も
り
や
寝
た
き
り
に
な
る
の

を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢
者
向

け
の
機
器
を
利
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
 

Ａ
（
月
・
水
）
コ
ー
ス
＝

８
月
２
日
�
〜　

月
８
日
�
午

１１ 問

時

場

師

対

定

費

申

問
時

前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
Ｂ

３０

１１

３０

（
水
・
金
）
コ
ー
ス
＝
８
月
４

日
�
〜　

月
５
日
�
午
後
１
時

１１

　

分
〜
３
時　

分
／
各
コ
ー
ス

３０

３０

計
二
八
回
（
日
程
は
都
合
に
よ

り
変
更
あ
り
） 

杉
並
保
健
所

運
動
指
導
室
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
） 

区
内
在
住
で
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
で
非

６０該
当
・
要
支
援
・
要
介
護
１
・

要
介
護
２
ま
た
は
同
等
の
方
／

次
の
項
目
の
う
ち
一
つ
以
上
に

支
障
の
あ
る
方
○１
 

バ
ス
や
電
車

を
使
っ
て
一
人
で
外
出
す
る
○２
 

日
用
品
の
買
い
物
を
す
る
○３
 

自

分
で
食
事
の
準
備
を
す
る
／ 

医
師
か
ら
活
動
の
制
限
を
受
け

て
お
ら
ず
、
身
体
的
に
支
障
の

な
い
方
／ 
通
所
が
週
二
回
可

能
で
、家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
意
欲
が
あ
る

方 

各
コ
ー
ス
一
五
名（
抽
選
）

 

各
コ
ー
ス
九
〇
〇
〇
円 

・

 

電
話
で
、
６
月　

日
午
後
５

２５

時
ま
で
に
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
課
へ
（
参
加
条
件
を
満
た
し

て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
） 

見
学
会
＝
６
月　

日
�
午
前　

２３

１０

時
ま
た
は
午
後
２
時
。
希
望
者

は
、
杉
並
保
健
所
二
階
・
機
能

訓
練
室
へ

場

対
定

費

申

問

他

〈ためして実感！サラサラ血液をつくる〉
講　師内　容月日

和泉保健センター
職員

どろどろ血液をつくるコ
レステロール・中性脂肪が
増えるのはなぜ？忙しく
働く人の血管を守る！

７月
２日

ライフプランニン
グムナカタ主宰　

宗像　伸子

血液をサラサラにする食
生活のコツ、手軽にできる
おすすめメニューの実演

９日

運動指導員
井上　薫

正しい姿勢づくりと、血液
の流れを良くするエクサ
サイズ

１６日

和泉保健センター
職員

コレステロール・中性脂肪
を下げる、体感！エクササ
イズウォーキング実習

２３日

血管の若さは毎日の食事
が大切！気軽に作り、手軽
に選び、楽しく食べる健康
家族のうらわざ

８月
２０日

※時間はいずれも、金曜日の午後１時３０分～３時３０分。

7月1日
施  行

杉
並
区
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
利
用
に
関
す
る
条
例
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●
区
清
掃
事
務
所 

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

期
間
＝
７
月
１
日
〜
９
月

　

日
（
最
長
二
カ
月
）
▽
勤
務

３０日
＝
月
〜
土
曜
日
（
月
二
〇
日

以
内
）
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
７

時　

分
〜
午
後
４
時　

分
▽
勤

４０

２５

務
場
所
＝
杉
並
清
掃
事
務
所
ま

た
は
杉
並
清
掃
事
務
所
方
南
支

所
▽
勤
務
内
容
＝
ご
み
収
集
作

業
▽
日
給
＝
九
六
九
〇
円 
　
１８

歳
以
上　

歳
位
の
健
康
で
体
力

４０

に
自
信
の
あ
る
方
（
高
校
生
不

可
） 

・ 

杉
並
清
掃
事
務
所

管
理
係
�
３
３
９
２
‐
７
２
８

１
ま
た
は
方
南
支
所
�
３
３
２

３
‐
４
５
７
１
へ

●
�福
 

浴
風
会
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
陽
園
、
第
三
南
陽
園 

非
常
勤
職
員

　
 

職
種
＝
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、

夜
勤
専
門
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
▽
勤

務
形
態
＝
四
交
代
制
▽
勤
務
内

内

対

申

問

内

容
＝
利
用
者
の
介
護
業
務
全
般

▽
給
与
＝
月
額
一
九
万
円
〜
二

三
万
六
五
〇
〇
円
（
交
通
費
別

途
支
給
）
▽
募
集
人
数
＝
各
一

〇
名 

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
で

　

歳
程
度
ま
で
の
方 

履
歴
書

３５と
資
格
証
明
書
を
郵
送
で
、
第

三
南
陽
園
（
〒　

‐
０
０
７
１

１６８

高
井
戸
西
１
―　

―
１
）
へ 

１２

同
園
�
３
３
３
４
‐
２
１
９
３

●
�福
 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ 

非
常
勤
職
員

○１
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
職

　
 

勤
務
地
＝
和
田
ふ
れ
あ
い

の
家
（
和
田
３
―　

―
４
）
ま

５２

た
は
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
（
永

福
２
―　

―　

）
▽
勤
務
内
容

１４

２０

＝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
介

助
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時　
１５

分
〜
午
後
４
時　

分
（
週
一
〜

４５

二
日
）
▽
時
給
＝
九
〇
〇
円

○２
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
介
護

職
員

　
 

勤
務
地
＝
上
井
草
園
▽
勤

務
内
容
＝
入
所
者
の
介
護
▽
勤

務
時
間
＝
早
番
＝
午
前
７
時
〜

午
後
４
時
、
遅
番
＝
午
前　

時
１０

　

分
〜
午
後
７
時　

分
（
週
四

３０

３０

〇
時
間
以
内
）
▽
時
給
＝
九
〇

〇
円
以
上

○３
 

看
護
職
員
（
正
・
准
看
護
師
）

　
 

勤
務
地
＝
和
泉
ふ
れ
あ
い

対

申

問

内内内

の
家
（
和
泉
４
―　

―　

）
▽

４０

３１

勤
務
内
容
＝
高
齢
者
の
健
康
管

理
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
（
週
一
〜

３０

二
日
程
度
）
▽
時
給
＝
一
四
〇

〇
円

☆

　
 

・ 

上
井
草
園
事
務
係 

（
上
井
草
３
―　

―　

�
３
３

３３

１０

９
４
‐
９
８
３
３
）
へ

●（
仮
称
）す
ぎ
な
み
環
境
賞 

選
定
委
員

　

環
境
の
保
全
、
回
復
、
創
造

の
分
野
で
、
環
境
配
慮
行
動
の

普
及
を
図
る
た
め
、「（
仮
称
）

す
ぎ
な
み
環
境
賞
」
を
創
設
し

ま
す
。

　
　

年
度
は
、
身
近
な
暮
ら
し

１６
の
中
で
ご
み
の
減
量
の
た
め
に

不
必
要
な
包
装
を
減
ら
す
こ
と

（
過
剰
包
装
の
抑
制
）
な
ど
に

重
点
を
置
い
て
表
彰
し
ま
す

（
表
彰
式
＝　

月　

日
�
環
境

１０

１７

博
覧
会
）。

　

そ
こ
で
、「（
仮
称
）
す
ぎ
な

み
環
境
賞
」
を
選
考
す
る
た
め

の
選
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の

１８

方 

三
名
程
度
（
選
考
） 

「
あ
な
た
の
考
え
る
ご
み
減
量

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
四
〇

〇
字
程
度
に
ま
と
め
た
文
章
を

書
い
て
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月　
２１

日
ま
で
に
清
掃
管
理
課
ご
み
減

量
担
当
へ
（
フ
ァ
ク
ス　

３
３

FAX

１
２
‐
２
３
０
６
も
可
） 

同

担
当

　

年
度
東
京
都
介
護
支

１６援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験

　
 

試
験
日
＝　

月　

日
�
▽

１０

２４

受
験
要
項
配
布
＝
６
月　

日
〜

１４

申

問

対定

申
問

内

７
月　

日
に
、
都
庁
一
・
二
階

３１

案
内
所
（
新
宿
区
西
新
宿
２
―

８
―
１
）、保
健
福
祉
部
管
理
課

保
健
福
祉
相
談
係
・
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
課
（
区
役
所
東
棟

一
階
）、
保
健
福
祉
部
管
理
課

（
区
役
所
東
棟
三
階
）、福
祉
事

務
所
で
配
布
（
７
月　

日
は
都

３１

庁
の
み
）
▽
受
験
申
込
期
間
＝

７
月
５
日
〜　

日（
消
印
有
効
）

３１

 

�
東
京
都
高
齢
者
研
究
・
福

祉
振
興
財
団
福
祉
情
報
部
普
及

推
進
室
・
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
専
用
電
話
�

３
２
６
７
‐
２
９
３
１
（
６
月

　

日
〜
７
月　

日
／
土
曜
・
日

１４

３１

曜
・
祝
日
を
除
く
）

 
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の 

あ
っ
せ
ん
と
購
入
費
の
助
成

　

区
で
は
、
生
ご
み
や
落
ち
葉

な
ど
を
土
中
の
微
生
物
の
働
き

に
よ
り
た
い
肥
に
つ
く
り
か
え

る
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
あ
っ
せ
ん
品
の
購
入

に
あ
た
り
、
あ
っ
せ
ん
価
格
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
（
右
下

表
）。一
世
帯
あ
た
り
年
度
内
に

一
個
、
三
年
度
内
に
二
個
ま
で

の
助
成
と
な
り
ま
す
。

　
 

印
鑑
を
持
参
し
て
、
清
掃

管
理
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
区
役
所
西
棟
七
階
）
へ
（
容

器
を
展
示
し
て
い
ま
す
）
▽
申

請
書
類
＝
郵
送
を
ご
希
望
の
方

は
、
九
〇
円
切
手
を
は
り
送
付

先
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
を
清

掃
管
理
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

へ
（
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す
） 

同
係 

○１
 

購
入
後
の
容
器
の
返
品
・
交

換
は
で
き
ま
せ
ん
○２
 

同
一
年
度

問
申

問

他

内
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
両
方
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

年
金
額
の
変
更

　

６
月　

日
�
に
振
り
込
ま
れ

１５

る
年
金
（
４
月
・
５
月
相
当
分
）

か
ら
、金
額
が
変
わ
り
ま
す
。　

　

こ
れ
は
、
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
自
動
的
に
額
を
改
定
す
る

「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
の

た
め
で
す
。

　
　

年
度
は
、　

年
度
の
消
費

１６

１５

者
物
価
指
数
の
変
動
率
（
マ
イ

ナ
ス
０
・
３
％
）
に
基
づ
い
た

金
額
に
改
定
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
年
金
額
は
、
右
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　
 

杉
並
社
会
保
険
事
務
所
�

３
３
１
２
‐
１
５
１
１

介
護
保
険
給
付
費
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す

　
　

年
１
月
〜
３
月
に
介
護
保

１６
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方

問

へ
、
介
護
保
険
給
付
費
通
知
書

を
６
月　

日
に
お
送
り
し
ま

１５

す
。
こ
の
通
知
書
は
、
介
護
費

用
の
適
正
化
の
た
め
、
利
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
（
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
名
、
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
、
回
数
、
保
険
給
付
額
、
利

用
者
負
担
額
な
ど
）
を
、
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
通
知
書
が
届
い
た
こ

と
に
よ
り
特
に
手
続
き
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
 

介
護
保
険
課
給
付
係
�
５

３
０
７
‐
０
６
５
５

外
国
人
の
た
め
の
無
料

専
門
家
相
談
会 

―
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守

　

ビ
ザ
、
国
際
結
婚
･
離
婚
、

様
々
な
法
律
問
題
や
社
会
保

険
、
労
働
、
税
金
、
教
育
問
題

な
ど
の
相
談
を
、
専
門
家
が
お

受
け
し
ま
す
。
八
カ
国
語
の
通

問

訳
が
つ
き
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２６

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

専
門
相
談
員

２２

３２

＝
弁
護
士
、
行
政
書
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
税
理
士
、
教
育

相
談
員
▽
通
訳
言
語
＝
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
･
朝
鮮
語
、
タ

イ
語
、ミ
ャ
ン
マ
ー
語
、ベ
ン
ガ

ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

文
化
・
交
流
協
会
交

流
係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

★
�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◇
ア
ミ
戸
張
替
―
心
地
良
い
季

節
の
風
を
新
し
い
ア
ミ
戸
で

　

会
員
が
見
積
・
作
業
日
を
事

前
に
連
絡
し
、
張
替
作
業
に
か

か
り
ま
す
。
作
業
は
基
本
的
に

依
頼
先
の
お
宅
と
な
り
ま
す
。

車
庫
や
室
内
、
庭
な
ど
に
ス
ペ

ー
ス
が
な
い
場
合
は
、
依
頼
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
 

六
尺
ア
ル
ミ
枠
一
枚
一
七

八
七
円
（
標
準
価
格
）
／
費
用

は
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
（
ゴ
ム
、
戸
車
交
換
な
ど
張

替
以
外
の
作
業
が
あ
る
場
合
は

別
途
実
費
） 

・ 

同
セ
ン
タ

ー
本
部
事
務
局
�
３
３
１
７
‐

２
２
１
７
へ

◇
就
業
支
援
講
習

　
 

・ 

○１
 

９
月
３
日
�
〜　
１６

日
�
＝
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

○２
 

９
月　

日
�
〜　

月
８
日
�

２７

１０

＝
芝
生
の
手
入
れ
と
除
草
／
時

間
は
い
ず
れ
も
、
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時
（
各
一
〇
日
間
） 

東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ

ー
（
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―　
１０

時
場

内

費

申

問

費

申

問

時

内

場

―
３
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
）

○２
 

の
外
部
実
習
＝
都
立
木
場
公

園（
江
東
区
平
野
４
―
６
―
１
）

 
　

歳
以
上
で
�
杉
並
区
シ
ル

６０
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入

会
し
、
就
業
で
き
る
方 

若
干

名
（
選
考
） 

無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
自
己
負
担
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
コ

ー
ス
名
、生
年
月
日
も
書
い
て
、

７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�

１６

東
京
し
ご
と
財
団
（
〒　

‐
０

１０２

０
７
２
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―

　

―
３
）
へ 

同
財
団
�
５
２

１０１
１
‐
２
３
２
７

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

セ
ミ
ナ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
・
管
理
を

住
民
の
手
に
取
り
戻
す
！

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
４
時 

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
区
神
楽
河
岸
１
―
１
セ
ン
ト

ラ
ル
プ
ラ
ザ
一
〇
階
） 

ペ
ッ

ト
問
題
の
本
質
と
そ
の
対
応
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
向
け
て 

無
料 

・ 

電
話

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

�
３
２
９
２
‐
６
４
６
４
へ

対

定

費

申

問

時

場

内

費

申

問

〈主な年金額〉
１６年４月～（－０．３％スライド後）現　行

国民年金
月　額年　額月　額年　額
６万６２０８円７９万４５００円６万６４１７円７９万７０００円老齢基礎年金
８万２７５８円９９万３１００円８万３０２５円９９万６３００円１級障害基礎

年金 ６万６２０８円７９万４５００円６万６４１７円７９万７０００円２級
８万５２５８円

（基本６万６２０８
円＋加算１万
９０５０円）

１０２万３１００円
（基 本７９万４５００
円＋加算２２万
８６００円）

８万５５２５円
（基本６万６４１７
円＋加算１万
９１０８円）

１０２万６３００円
（基 本７９万７０００
円＋加算２２万
９３００円）

遺族基礎年金
（子１人）

　小型電力計（ワッ
トアワーメーター）
は、テレビや冷蔵庫
などの家電製品に
つなぐだけで、すぐ
に電力消費量・電気
料金・二酸化炭素排
出量を測定でき、省
エネ効果を実感す

ることができます。手軽に使用できます
ので、ぜひお試しください。
　 区内在住の方（住所を確認できるも
のを提示してください） ３１名 無料
 ・ 環境課計画係へ 貸出期間は１カ
月です

対

定 費

申 問 他

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを家庭用小型電力計を
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすお貸しします

〈コンポスト容器のあっせんと購入費助成〉
助成金額あっせん価格容量大きさ（cm）型　式メーカー

２９５０円５９００円７０�４５×４５×
６８．６（高さ）

コンポスター
Ｄ‐７０

東洋
テルミー ３０６０円６１２０円１３０�６０（直径）×

６６（高さ）
コンポスター
１３０型

３１５０円６３００円
１９０�７２（直径）×

７１（高さ）
コンポスター
１９０型

１２０�６５（直径）×
６９．２（高さ）

コンポエース
１２０‐Ｎ

アロン
化成

　区は、アメリカ合衆国が５月２５日午後（日本時
間２６日午前）に実施した臨界前核実験に抗議し、
今後の計画の撤回を求める要請書を、同日付で大
使館を通じ、アメリカ合衆国ブッシュ大統領あて
に送付しました。

　 男女共同参画推進担当課問

アメリカ合衆国の臨界前核実験に抗議
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キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

６
月　

日（
必
着
）ま
で
に
同
セ

１７

ン
タ
ー
へ 

パ
ソ
コ
ン
は
一
人

一
台
で
す

小
中
高
生
と
家
族
で 

体
験
す
る
着
付
教
室

　

夏
祭
り
や
縁
日
が
待
ち
遠
し

い
季
節
、
浴
衣
を
気
軽
に
着
る

こ
と
が
で
き
た
ら
楽
し
い
で
す

ね
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月　

日
・　

日
、
い
ず

１０

２４

れ
も
土
曜
日
の
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分 

曽
我
眞
実
子 

３０

二
〇
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
６

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

２０
ン
タ
ー
へ

お
も
ち
ゃ
の
修
理
教
室

　

家
庭
に
あ
る
、
直
す
こ
と
の

で
き
な
い
お
も
ち
ゃ
を
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
直
し
て
再
び
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。「
オ
モ
チ
ャ
の

病
院
」
の
先
生
方
が
指
導
や
助

言
を
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時 

一

〇
〇
円
＋
部
品
代 

当
日
、
壊

れ
た
お
も
ち
ゃ
と
簡
単
な
修
理

道
具
を
持
参
し
て
同
セ
ン
タ
ー

工
芸
室
へ（
事
前
申
込
み
不
要
）

 
●
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

講
演
会 

「
平
和
構
築
と
軍
事
」

　

そ
の
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
イ
ラ
ク
と
の
関
連
に
つ
い
て

の
現
場
報
告
を
し
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２６

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

ア

３０

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
武
装
解
除
・
日

本
政
府
元
特
別
代
表
・
伊
勢
崎

他

時

師

定

費

申

時

費

申

荻 
 
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師

賢
治 

二
〇
〇
円 

当
日
、
直

接
同
セ
ン
タ
ー
へ

●
お
ぎ
く
ぼ
７
月
祭 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　
 

７
月　

日
�
〜　

日
�
午

２３

２５

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時 

会

３０

場
の
準
備
、
片
付
け
な
ど 

・

 

電
話
で
、
荻
窪
運
営
協
議
会

事
務
局
�
３
３
９
８
‐
９
１
２

７
へ

 
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
で
作
る 

ビ
ー
ズ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　

大
人
気
の
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー

（
高
級
ビ
ー
ズ
）を
使
っ
て
、
お

そ
ろ
い
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ネ
ッ

ク
レ
ス
、
指
輪
の
三
点
を
作
り

ま
す
。初
心
者
で
も
簡
単
で
す
。

　
 

７
月
２
日
�
・　

日
�
午

１４

後
１
時　

分
〜
３
時　

分 

藤

３０

３０

枝
智
子 

二
〇
名 

二
六
〇
〇

円
（
材
料
費
二
五
〇
〇
円
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、
６
月　

日
（
必
着
）

２１

ま
で
に
荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
へ 

○１
 

ハ
サ
ミ
（
文
具
用
）

持
参
○２
 

当
日
、
お
好
き
な
色
を

選
べ
ま
す

 
慶
應
義
塾
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
･
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
演
奏
会

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２６

４
時 

曲
目
＝
「
映
画
音
楽
特

集
」、「
く
る
み
割
り
人
形
」
よ

り
抜
粋
、「
威
風
堂
々
第
一
番
」

ほ
か 

九
〇
名 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１８

に
同
セ
ン
タ
ー
「
マ
ン
ド
リ
ン

費

申

時

内申

問本
天
沼
区
民
集
会
所

時

師

定

費

申

他

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
内定

費

申

実
行
委
員
係
」
へ

 
さ
わ
や
か
健
康
体
操

　
 

７
月
６
日
・　

日
・　

日
・

１３

２０

　

日
／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
火

２７曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
（
計

１０

四
回
） 

一
回
目
＝
リ
ズ
ム
・

ス
ト
レ
ッ
チ
、
二
回
目
＝
リ
ズ

ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
三
回
目
＝

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
四
回
目

＝
リ
ズ
ム
体
操 

Ａ
級
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
・
佐
藤
志
津
子 

五

〇
名 

一
〇
〇
円
（
保
険
料
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
６
月　

日
（
消
印

２４

有
効
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
西
荻
南
区
民
集
会
所 

ま
つ
り 

ゆ
か
い
な
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
で
ワ
ッ
ハ
ハ
ハ
！

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

午
後
４
時
（
雨
天
決
行
） 

展

示
、
産
直
野
菜
・
マ
ド
レ
ー
ヌ

な
ど
の
売
店
、
催
物
＝
し
げ
ち

ゃ
ん
の 
啖  
呵 
売
（
バ
ナ
ナ
の
た

た
ん 
か

た
き
売
り
）、腹
話
術
＆
手
話
ダ

ン
ス
、
フ
ル
ー
ト
（
河
西
幸
子
）

と
ピ
ア
ノ
（
歳
森
今
日
子
）、
無

声
映
画
（
女
弁
士
・
桜
井
麻
美
）

 

無
料 

当
日
、
同
集
会
所
へ

西 
 
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

師

定

費

申西
荻
南
区
民
集
会
所

時

内

費

申

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

●
６
〜
７
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
６
〜
７
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

 
デ
ジ
カ
メ
写
真
で 

ア
ル
バ
ム
を
作
ろ
う

　

自
分
で
撮
っ
た
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
写
真
を
、
パ
ソ
コ
ン
と

プ
リ
ン
タ
を
使
っ
て
ア
ル
バ
ム

を
作
り
思
い
出
に
残
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
 

○１
 

講
義
（
全
員
）
＝
７
月

４
日
�
午
後
２
時
〜
４
時
○２
 

実

技
＝
６
日
�
Ａ
＝
午
前　

時
〜

１０

正
午
、Ｂ
＝
午
後
１
時
〜
３
時
、

Ｃ
＝
午
後
３
時　

分
〜
５
時　

３０

３０

分
▽
７
日
�
Ｄ
＝
午
前　

時
〜

１０

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

正
午
、Ｅ
＝
午
後
１
時
〜
３
時
、

Ｆ
＝
午
後
３
時　

分
〜
５
時　

３０

３０

分
／
○１
 

と
○２
 

の
Ａ
〜
Ｆ
の
い
ず

れ
か
一
つ
を
受
講 

エ
プ
ソ

ン
・
デ
ジ
タ
ル
･
カ
レ
ッ
ジ
ス

ク
ー
ル
・
ル
ー
ム
（
西
新
宿
６

―　

―
１
三
井
ビ
ル
二
一
階
／

２４
青
梅
街
道
沿
い
） 

エ
プ
ソ
ン
・

デ
ジ
タ
ル
･
カ
レ
ッ
ジ
専
任
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
が
で
き
る

方 

四
八
名（
Ａ
〜
Ｆ
各
八
名
）

 

三
〇
〇
〇
円
（
参
加
費
、
資

料
代
、
保
険
料
）
／
実
技
に
不

参
加
の
場
合
、
保
険
料
以
外
は

返
金
で
き
ま
せ
ん 

往
復
ハ
ガ

場
師

対

定
費

申

〈６～７月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

６月１７日１００円（保
険料含む）

６月２７日（日）
午前９時～正午

トレーニング機器利用講習会（区民センター共通修了証発行の
ため３cm×２．５cmの写真１枚、タオル、室内履き持参）／山崎妙子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６歳以上・１２）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

６月２１日１００円（保
険料含む）

７月１日（木）　
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行のため・
３cm×２．５cmの写真１枚持参）／畑弘美　　　　（１６歳以上・１０）

６月２１日５００円（保
険料含む）

７月２・９・１６・２３・３０日
（いずれも（金））
午後６時３０分～８時３０分

初心者・阿波踊り講習会～楽しく覚えて踊りましょう／飛鳥連
（１６歳以上・４０）

６月２５日
１９００円

（テキスト
代など）

７月１３日（火）～１６日（金）
午前９時３０分～

午後０時３０分

ＩＴ講座（中級）「楽しいメールとインターネット教室」～絵
や情報を取り込んだメールや、さまざまなインターネットの使
い方を学びます／ＩＴスクエア杉並

（すでにメールやインターネットを使っている方・２０）

６月２５日
１６００円

（テキスト
代など）

７月１３日（火）～１６日（金）
午後１時３０分～４時３０分

ＩＴ講座「ワードを使いこなそう」～ワードで文章が打てるけ
れど、もっと使えるようになりたいと思っている方。ワードの
さまざまな機能を使ってちらしや暑中見舞いのハガキを作り
ます／ＩＴスクエア杉並　　　　　　　　　　　　　　（２０）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

　　無料６月１９日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
（参加自由）

　　無料７月３日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／三つのりんご
（参加自由）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

６月２２日１００円
（資料代）

７月３日（土）・１０日（土）
（計２回）　

午後２時～４時

「ゆかた着付教室」（初心者向け）～浴衣を着たい方のための
基礎からの着付け教室。着こなしマナーなども学びましょう
（浴衣・帯（細帯４寸巾）その他持参）／花柳星美衛　　（３０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

６月２１日
１０２０円　
（保険料
含む）

７月６日（火）
午後１時３０分～４時３０分

園芸教室　プランター作り～都立農芸高校の生徒さんが丹精こ
めた草花と野菜の苗。プランターで上手に育てるコツを教えて
いただきます／片山南美子、田中美和　　　　　　　　　（２５）

６月２６日
(希 望 コ
ースを記
入)

４５００円　
（テキスト
代含む）

７月２４日（土）・２５日（日）・２９
日（木）・３１日（土）、８月１日
（日）・４日（水）（計６回）
午前コース＝９時３０分～
１１時５０分、午後コース＝
１時～３時２０分　

シニアのためのパソコン教室～ウィンドウズパソコンの基本
操作、文字入力、インターネットでのホームページの見方や電
子メールのやりとりなど／大熊淳一ほか２名
（パソコンに全く触ったことのない６５歳以上の方・午前・午後
各コース１０名）

　　無料※
６月２６日（土）、７月１０日（土）
午後１時３０分～
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則として
１人１点、先着順）／安井昌徳ほか　　　　　　（参加自由）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

６月２１日１００円
７月２・９・１６・２３日
（いずれも（金））

午後１時～３時

スペイン語入門講座～楽しく読む・聞く・話す／古藤尚久　　
（３０）

７月６日１４０円（保
険料含む）

７月１６日（金）・２３日（金）
午後１時３０分～３時３０分

盆おどり～盆おどりシーズンに向けて練習しましょう
／安田恭子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）

６月２１日１２０円（保
険料含む）

７月４日（日）
午前１０時～午後１時

７月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の事前講習会（３cm×２．５cmの写真１枚持参）／宮田秀幸

（１６歳以上・１０）

　　１００円
（使用料）

７月４日（日）
午後２時～４時

トレーニング相談日～トレーニング室にトレーナーが駐在し、
トレーニングの相談に応じます／宮田秀幸　　（講習会修了者）

　　無料
７月１・８・１５・２２日
（いずれも�）

午後３時３０分～４時

おはなしひろば／ロバの会、上高えほんのひろばグループ、ジ
ルベルトの会、杉並子どもの本の会　　　　　　（参加自由）

　　無料７月３日（土）
午後２時～３時

おはなしひろば七夕スペシャル～七夕飾りをつくろう／おは
なしひろば読み聞かせグループのメンバー　　　（参加自由）

※は、実費がかかる場合があります。

高井戸地域区民センター
図書室の休室

７月１日（木）～９月３０日（木）
図書館とのネットワーク化の準備作業
のためお休みします。１０月からは、図
書館の貸出カードが必要になります。
住所の確認できるものを持参して、お
近くの図書館で手続きをしてください
（１０月以降は、図書室でも発行）。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００4）年�月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１○休 第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２○休 第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１○休 第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７○休 第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２○休 第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３○休 第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２○休 第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５○休 第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５○休 第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０○休 第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０○休 第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０○休 第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２○休 第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３○休 第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８○休 第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８○休 第１・第３水曜日

〈表１　新しい乳がん・子宮がん検診〉
これまでの検診新しい検診　

乳がん検診
視触診単独法マンモグラフィ＋視触診併用法検査方法

通年１６年７月１５日～１７年２月２８日（表
２「申込締切と実施期間」参照）実施期間

区内指定医療機関区内６カ所の指定検診機関（受診
券に検診実施機関一覧表を同封）受診場所

３０歳以上の女性区民４０歳以上偶数年齢の女性区民
（注１・２）対　象

自己負担６００円自己負担１０００円費　用
なしあり（各検診機関ごとに先着順）定　員
毎年２年に１回（偶数年齢に受診）受診間隔

指定医療機関で視触診の
みを受診

○１ 申込受付後、受診券を発行○２ 各
検診機関に予約開始日以降に予約
し、受診（注３）

受診方法

子宮がん検診
子宮頚がん・体がん（該当
者のみ）細胞診検査

子宮頚がん・体がん（該当者のうち
希望する者のみ）細胞診検査検査方法

通年１６年７月１日～１７年１月３１日実施期間
区内指定医療機関区内指定医療機関受診場所
３０歳以上の女性区民２０歳以上の女性区民（注１・２）対　象
自己負担１０００円自己負担１０００円費　用
なしなし定　員

毎年
２年に１回
（年度途中の制度変更のため）１６年
度のみ区は希望者全員に実施

受診間隔

○１ 申込受付後、受診券を発行○２ 各指定医療機関で受診受診方法
（注）１．年齢は、１６年４月１日～１７年３月３１日の誕生日を迎えた満年齢。
　　　２．職場などで検診機会がある方は、対象となりません。
　　　３．何らかの事由により、マンモグラフィ検診を受診できない、または
　　　希望しない場合、視触診検査のみを別に指定する医療機関で受診。

〈表２　申込締切と実施期間〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳がん検診　※年齢により実施期間などが異なります。

受診期間予約開始日申込締切対象者　
７月１５日～９月３０日７月１日～６月２５日４０歳～４８歳の偶数年齢の方第１回
１０月１日～１１月３０日９月１日～８月２０日５０歳～５８歳の偶数年齢の方第２回
１２月１日～１月３１日１１月１日～１０月２０日６０歳以上の偶数年齢の方第３回

２月１日～２月２８日１月１１日～１２月１５日予備期間（第１～３回に申し
込みできなかった方）第４回

子宮がん検診
受診期間申込締切

７月１日～１７年１月３１日６月以降の毎月月末締切（最終締切＝１２月２４日）

◇
国
の
指
針
に
合
わ
せ
た
検
診

に
な
り
ま
す

　

４
月
に
出
さ
れ
た
厚
生
労
働

省
の
新
た
な
指
針
に
基
づ
い

て
、
実
施
し
ま
す
。

▼
乳
が
ん
検
診
…
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
を
導
入
し
、　

歳
以

４０

上
（
偶
数
年
齢
）
の
女
性
を
対

象
に
二
年
に
一
度
の
間
隔
で
実

施
し
ま
す
。

▼
子
宮
が
ん
検
診
…
対
象
年
齢

を　

歳
以
上
に
拡
大
し
ま
す
。

２０
ま
た
、
国
の
指
針
で
は
検
診
間

隔
が
二
年
に
一
度
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
区
で
は
年
度
途
中
の

制
度
変
更
で
あ
る
た
め
今
年
度

は
希
望
者
全
員
に
実
施
し
ま
す
。 

◇
早
期
発
見
に
効
果
が
あ
り
ま

す 

　

新
た
な
乳
が
ん
検
診
の
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
・
視
触
診
併
用
法

は
、
こ
れ
ま
で
の
視
触
診
単
独

法
に
比
べ
て
、
よ
り
小
さ
な
乳

が
ん
の
発
見
に
優
れ
て
い
る
た

め
、
検
診
精
度
が
向
上
し
、
早

期
発
見
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、

　

歳
か
ら
検
診
を
実
施
す
る
こ

２０と
で
、
早
期
発
見
の
機
会
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
 

希
望
す
る
検
診
に
該
当
す

る
方
は
、
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
。
検
診
ご
と
に
一
人
一

枚
）
に
検
診
名
（
乳
が
ん
ま
た

は
子
宮
が
ん
）、
生
年
月
日
、　
１７

年
３
月　

日
現
在
の
満
年
齢
も

３１

書
い
て
、
杉
並
保
健
所
健
康
推

進
課
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪

１６７

５
―　

―
１
）
へ 

同
課
�
３

２０

３
９
１
‐
１
０
１
５

申

問

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

検
査
を
導
入
し
ま
す

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
変
更

・ 井草森公園（井草４‐１２‐１）
・ 馬橋公園（高円寺北４‐３５‐５）
・ 蚕糸の森公園（和田３‐５５‐３０）
・ 塚山公園（下高井戸５‐２３‐１２）
　これらの公園では、犬を連れて利
用できるようになりました。
　公園には、小さいお子さんや犬が
怖い方、嫌いな方もいます。
　犬に伸びない引き綱を必ずつける
こと、フンは必ず持ち帰ること、水道
の蛇口から直接水を飲ませないこと
を守ってください。なお、犬のマナー
問題については「犬を連れて公園利
用を話す会」で話し合っています。

　雨の日は、
人や車・自転
車は視界が悪

く、道路もすべりやすい
ので危険が多くなりま
す。普段より周囲によく
注意して行動しましょ
う。
　また、自転車の傘さし
運転は、前が見づらく片
手運転になります。大変
危険ですのでやめましょ
う。道路交通法違反（５
万円以下の罰金）となる
場合があります。
　 交通対策課または各
警察署（杉並�３３１４‐０１１０
／高井戸�３３３２‐０１１０／
荻窪�３３９７‐０１１０）

問

　

「
す
ぎ
な
み
公
園
育
て
組
」

は
、
地
域
の
方
が
、
自
分
た
ち

で
選
ん
だ
公
園
の
清
掃
や
植
栽

の
手
入
れ
な
ど
の
活
動
を
自
主

的
・
主
体
的
に
行
い
、
行
政
が

こ
れ
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

区
民
と
行
政
が
互
い
の
役
割
分

担
を
定
め
、
両
者
の
協
働
の
も

と
で
、
公
園
を
大
切
に
育
て
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
の
方
が
自
分
た
ち
の
地

域
の
公
園
と
の
か
か
わ
り
を
持

つ
こ
と
で
、
地
域
の
連
帯
感
を

高
め
、
公
園
利
用
の
モ
ラ
ル
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
地
域
に

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
公
園
に
育

て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　
 

活
動
内
容
＝
公
園
に
お
け

る
清
掃
活
動
、樹
木
の
せ
ん
定
、

除
草
や
水
や
り
な
ど
の
緑
化
活

動
な
ど
で
す
。
区
と
協
定
を
結

ん
で
活
動
を
進
め
ま
す
▽
支
援

内
容
＝
活
動
の
Ｐ
Ｒ
、
清
掃
用

具
、
園
芸
用
具
な
ど
の
支
給
ま

た
は
貸
与
、
ご
み
の
処
分
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
費
用

の
負
担
な
ど 

自
治
会
や
町
内

会
、
学
校
、
企
業
、
区
民
か
ら

な
る
団
体
で
継
続
的
に
活
動
で

き
る
五
人
以
上
の
団
体
。
原
則

と
し
て
、
一
グ
ル
ー
プ
一
公
園

と
し
ま
す
（　

年
度
は
五
団
体

１６

程
度
を
募
集
） 

電
話
ま
た
は

直
接
、
公
園
緑
地
課
（
区
役
所

西
棟
四
階
）
へ 

活
動
対
象
と

な
っ
た
公
園
に
は
、
グ
ル
ー
プ

名
を
表
示
し
た
看
板（
上
図
）を

設
置
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
お
知
ら
せ
し
ま
す

内

対
申他

マ
ナ
ー
を
守
っ
て 

公
園
利
用

　

現
在
、
防
犯
と
利
用
指
導
の

た
め
に
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
も

一
人
ひ
と
り
の
利
用
マ
ナ
ー
が

大
切
で
す
。

　

他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
、
お
互
い
に
気
持
ち
良
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◇
夜
間
や
早
朝
は
静
か
に

　

夜
間
・
早
朝
の
サ
ッ
カ
ー
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
練

習
、
談
笑
は
騒
音
や
振
動
を
伴

い
、
近
隣
の
方
々
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
団
体
利
用
は
ご
相
談
を

　

公
園
を
遠
足
、
写
生
会
な
ど

団
体
で
利
用
す
る
と
き
は
、
公

園
の
占
用
許
可
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
の
中
で
営
業
行

為
を
す
る
こ
と
は
、
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
区
は
、
最
近

公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
、
営
利

目
的
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

区は１６年度から、地域の方が、区内の公園を美しく
大切に育てていくグループ活動「すぎなみ公園育て
組」事業を始めます。
この活動を通じ、区民の皆さんとの協働で美しく住
みよいまちづくりを進めていきます。

――問い合わせは、公園緑地課へ。

▲この看板で区民の皆さんへお知らせします

雨
の
日
は
特
に
気
を
つ
け
て

雨
の
日
は
特
に
気
を
つ
け
て

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

雨
の
日
は
特
に
気
を
つ
け
て

雨
の
日
は
特
に
気
を
つ
け
て

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

本格始動！本格始動！
と一緒に入れる公園と一緒に入れる公園犬犬
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月��日（金曜日）

●障害者のためのわいわいスポーツ教室（ダンス）
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。
　 ７月３１日（土）午前１０時～正午 高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７
‐５） 区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方 ４０名（抽
選） 無料 申込書を郵送または持参で、６月２５日（必着）までに社会教育ス
ポーツ課（区役所東棟６階）へ。申込書は社会教育スポーツ課、各福祉事務所
および区体育施設にあります 同課 ○１ 一般の交通機関の利用が困難な方は、
リフト付きバスの送迎が利用できます○２ 当日参加者と一緒に楽しんでいただけ
るボランティアの方を募集しています
●サウンドテーブルテニス～視覚に障害のある方はぜひご参加ください
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　 ６月２７日（日）午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内
在住・在勤・在学で視覚に障害のある方 ２０名 無料 当日、直接会場へ 
同体育館�３２２０‐３３８１
●トレーニングセミナー～シェイプアップコ
ース
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかな
か続かない方など、ぜひご参加ください。健康
づくりのお手伝いをします。
　 ７月５日・１２日・２６日（月曜日コース）ま
たは７月１日・８日・１５日（木曜日コース）い
ずれも午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツ
センター・トレーニングルーム（上井草３‐３４
‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方
 両コース各５名（先着順） ４００円（入場料）
 ・ 電話で、月曜日・木曜日コースどちらか
指定のうえ、前日までに上井草スポーツセンタ
ー�３３９０‐５７０７へ

 
● 体育施設の休場
　 休場期間＝６月１４日（月）～２３日（水） 上井草スポーツセンター温水プール（上
井草３‐３４‐１） 休場理由＝換水清掃、プール水槽改修工事のため 上井草
スポーツセンター�３３９０‐５７０７または�杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１
（区代表）

時 場
対 定

費 申

問 他

時 場 対
定 費 申 問

時

場

対
定 費
申 問

その他

時 場
内 問

スポーツ教室
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◇
脳
を
い
き
い
き
保
つ
た
め

の
生
活
チ
ェ
ッ
ク

□
身
体
を
積
極
的
に
動
か
し

て
い
ま
す
か

□
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い

ま
す
か

□
よ
く
か
ん
で
食
べ
て
い
ま

す
か

□
気
持
ち
や
考
え
を
ま
と
め

て
表
現
し
て
い
ま
す
か

□
手
先
を
使
っ
て
趣
味
や
ゲ

ー
ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
か

□
く
よ
く
よ
し
な
い
で
明
る

い
気
分
で
す
ご
し
て
い
ま
す

か□
転
倒
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
か

□
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分

で
や
っ
て
い
ま
す
か

□
ご
近
所
や
友
人
と
よ
い
付

き
合
い
を
し
て
い
ま
す
か

□
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受

け
て
い
ま
す
か

　

最
近
は
、
脳
血
管
性
痴
呆

だ
け
で
な
く
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
痴
呆
の
生
活
習
慣
と

の
関
係
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
痴
呆
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
脳
を
使
う
こ
と
、
体
を

鍛
え
る
こ
と
、
社
会
活
動
へ

参
加
す
る
こ
と
で
す
。

○１
 

運
動
と
栄
養
を
し
っ
か
り

　

運
動
は
、
脳
の
血
行
を
よ

く
し
て
脳
の
動
き
を
活
発
に

し
ま
す
。
ま
た
、
よ
く
か
む

こ
と
も
脳
の
血
流
が
増
加
し

痴
呆
予
防
に
な
り
ま
す
。　

　

魚
･
乳
製
品
･
野
菜
･
海

草
な
ど
を
多
く
と
る
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
生
活
は
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
の
発
症
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

○２
 

積
極
的
に
脳
を
使
う

　

日
用
品
の
買
い
物
、
食
事

の
支
度
や
金
銭
の
管
理
な
ど

日
常
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
、
老
化
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
趣

味
を
楽
し
む
こ
と
や
旅
行
を

計
画
す
る
こ
と
が
脳
の
広
い

範
囲
の
刺
激
に
な
り
ま
す
。

○３
 

社
会
参
加
を

　

友
人
や
家
族
と
の
交
流
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
痴
呆
に
な

り
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

元
気
な
時
か
ら
地
域
と
の
ふ

れ
あ
い
を
し
っ
か
り
と
持
ち

ま
し
ょ
う
。
外
出
機
会
が
少

な
い
方
や
体
力
に
自
信
が
な

い
方
は
、
区
の
介
護
予
防
事

業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○４
 

健
康
管
理
に
気
を
つ
け
る

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
な
ど
は
動
脈
硬
化
を
促

進
し
脳
血
管
性
痴
呆
の
要
因

に
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
健

診
を
受
け
、
必
要
な
場
合
は

治
療
を
し
て 
脳  
梗  
塞 
な
ど
の

の
う 
こ
う 
そ
く

発
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◇
痴
呆
予
防
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た

　

ケ
ア　

、保
健
セ
ン
タ
ー
、

２４

福
祉
事
務
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

   

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

課
在
宅
支
援
係

問

痴
呆
を
予
防
す
る
た
め
に

★ 
痴  
呆 
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
○２
 

★

ち 

ほ
う

　

ケ
ア　

は
、
区
が
社
会
福

２４

祉
法
人
な
ど
の
民
間
事
業
者

に
事
業
を
委
託
し
て
い
る
公

的
機
関
で
、
二
四
時
間
電
話

相
談
を
受
け
て
い
る
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

高
齢
者
の
方
が
生
活
に
不

自
由
を
感
じ
た
と
き
や
、
介

護
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き
、

社
会
福
祉
士
や
看
護
師
な
ど

が
具
体
的
な
介
護
の
方
法
や

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
総
合
的
に
相
談
を
受
け

る
窓
口
で
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

区
内
に
は
一
七
カ
所
あ
り

ま
す（「
す
ぎ
な
み
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
（
わ
た
し
の
便
利
帳

２
０
０
４
）」一
五
九
ペ
ー
ジ

に
一
五
カ
所
掲
載
）。　

年
度

１６

は
、
ケ
ア　

清
水
（
清
水
２

２４

―　

―　

�
５
３
０
３
‐
５

１５

２４

８
２
３
／
４
月　

日
開
設
）、

１２

ケ
ア　

高
円
寺
（
高
円
寺
南

２４

４
―　

―　

�
５
３
０
５
‐

２７

１０

６
１
５
１
／
５
月　

日
開

１７

設
）
を
新
設
し
ま
し
た
。　

【
窓
口
開
設
時
間
】

　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
７
時
、
土
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
１
時
（
祝
日
を
除

く
）

◇
転
倒
予
防
教
室

　

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

看
護
師
な
ど
が
転
倒
予
防
の
訓

練
や
安
全
な
住
環
境
な
ど
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
 

杉
並
保
健
所
・
敬
老
会
館

な
ど 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で

６５

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
、
転
倒
の
お
そ
れ
の
あ

る
方 

通
所
期
間
＝
週
一
回

（
計
一
二
回
）

◇
リ
ハ
ビ
リ
教
室（
機
能
訓
練
）

　

加
齢
や
病
気
な
ど
で
身
体
機

能
が
低
下
し
て
い
る
方
や
、
退

院
し
て
間
も
な
い
方
に
、
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
看
護

師
な
ど
が
起
き
上
が
り
や
歩
行

な
ど
の
基
本
動
作
や
転
倒
予
防

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
 

杉
並
保
健
所
、
高
円
寺
保

健
セ
ン
タ
ー
分
室
、
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー 
　

歳
以
上

４０

で
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
ま
た
は
退
院
後
六
カ

月
程
度
の
方 

通
所
期
間
＝
週

一
回
（
六
カ
月
）

◇
訪
問
指
導
事
業

　

健
康
上
の
不
安
が
あ
る
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
口

や
歯
の
手
入
れ
・
食
事
の
工
夫

を
知
り
た
い
な
ど
、
元
気
な
日

々
が
送
れ
る
よ
う
看
護
師
・
理

学
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
が
家

庭
訪
問
し
ま
す
。

　
 
　

歳
以
上
で
介
護
保
険
の

４０

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
ま
た

は
退
院
や
病
気
後
六
カ
月
程
度

の
方

◇
い
き
い
き
健
康
教
室

　

閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
あ
る
方

の
生
き
が
い
作
り
と
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
支

援
ワ
ー
カ
ー
・
看
護
師
が
交
流

を
中
心
に
体
操
や
ゲ
ー
ム
・
制

作
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ

場
対内

場

対

内

対場

区は、介護保険の認定で非該当（自立）となった方や生活に不自由が出てきた高齢者の方に、できるだけ長く
自立して過ごせるよう、次のような介護予防や生活支援サービスを行っています。

ー
、
区
内
一
二
カ
所
の
敬
老
会

館 
　

歳
以
上
の
身
体
機
能
の

６０

低
下
し
て
い
る
方
ま
た
は　

歳
６５

以
上
の
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
で
非
該
当
（
自
立
）
と
認
定

さ
れ
た
方 

活
動
期
間
＝
週
一

回
（
一
年
間
）

◇
筋
力
ア
ッ
プ
応
援
教
室

　

身
体
機
能
が
低
下
し
、
閉
じ

こ
も
り
や
寝
た
き
り
に
な
る
の

を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢
者
向

け
の
機
器
を
利
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
（
４

面
「
講
座
・
講
演
」
中
の
記
事

参
照
）。

◇
健
康
体
操

　

い
つ
ま
で
も
健
康
に
過
ご
す

対

内

た
め
、
月
一
回
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
理
学
療
法
士
が
健
康
に
関

す
る
話
と
体
操
の
指
導
を
行
い

ま
す
。

　
 

敬
老
会
館
三
二
カ
所 
　
６０

歳
以
上
の
方

◇
地
域
さ
さ
え
愛
グ
ル
ー
プ

　

病
気
や
加
齢
な
ど
で
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
な
ど

が
、
生
き
が
い
と
社
会
参
加
や

身
体
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め

に
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
体
操
や
手

工
芸
・
音
楽
活
動
な
ど
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
（
４
月

１
日
現
在
六
八
グ
ル
ー
プ
）。

　

区
は
、
看
護
師
・
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
音
楽
療
法

士
な
ど
を
派
遣
し
、
活
動
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場

対

▲筋力アップ応援教室

「
ケ
ア

「
ケ
ア　

」を
ご
存
知
で
す
か

を
ご
存
知
で
す
か

２４２４

【
問
合
せ
】
ケ
ア　

、
高

２４

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
在

宅
支
援
係
・
介
護
予
防
推

進
担
当
係

「
ケ
ア

「
ケ
ア　

」」を
ご
存
知
で
す
か

を
ご
存
知
で
す
か

２４２４


